
農業集落排水施設啓発普及事業のイメージ

・農業集落排水施設は、地域内の各家庭から排出される生活雑排水やし尿を処理するといった性格上、

 
各家庭との接続が不可欠。
・しかし、未だ接続されていない家屋も多く存在する（全国の未接続率：約２２％）が、住民組織体制の

 
弱体化もあり、地域としての取り組み、啓発が十分なされていないところ。
・このことから、その住民等に対し、接続の必要性、施設機能の効果等の啓発を行う啓発普及員制度

 
を創設。必要に応じて、研修会等を実施する。
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